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四

U

二
局
廿
七
日
続
且
、
一
族
二
百

一
一
ウ
ノ
ネ
舗
の
昔
二
加
。
金
持
の
俳
人
拠
隠
mm
一
陽
軒
と
観
し
た
こ
と
も
あ
る
o
明
治
七
年
九
周
一
日
一
た
時
に
も
三
人
は
之
に
鹿
し
、
而
し
て
上
木
家
光
は
一
除
人
と
共
に
敵
管
に
泊
・
旬
、
足
利
氏
の
兵
も
之
に
約

一
一
来
編
。
露
政
一
二
年
九
用
京
井
筒
川
底
庄
一
民
街
・
橘
屋
治
一
六
十
践
を
以
て
残
し
た
。
一
貫
に
此
の
日
の
軍
奉
行
と
し
て
夫
卒
を
率
ゐ
、
幕
・
一
い
た
が
、
時
能
の
逆
襲
に
曾
う
て
返
却
し
た
o
し
か

一
一
兵
衛
板
。
裏
-
護
・
一
笑
・

2・
高
子
・

2ゐ
一

文

Z

よ
江
羽
咋
部
品
漆
に
邸
す
る
部
務

O
E椅
・
塁
・

2等
を
議
せ
し
め
て
毒
加
し
た
と
一
も
十
品
能
の
伊
知
地
山
に
戦
死
す
る
に
及
び
、
北

一
一
水
・
見
風
を
初
日
め
、
諸
閥
俳
人
の
句
を
四
季
に
分
か
一
ウ
バ
ガ
ウ
ラ
祖
母
ヶ
浦
お
鹿
島
掛
川
能
菅
島
一
い
ふ
。
こ
の
職
に
義
貞
は
夜
し
て
、
宮
方
は
土
崩
瓦
一
凶
の
宮
方
は
全
〈
聾
息
を
潜
め
た
。

一
一
っ
て
靴
録
し
、
怨
尼
に
附
合
を
紘
せ
て
あ
る

o
Z
Eに
臨
す
る
部
務
。
能
資
蒜
に
、
臥
行
者
の
居
住
し
一
解
し
た
。
翌
四
年
七
周
脇
屋
義
助
は
越
前
の
同
府
を
一
ウ
ハ
ギ
ガ
ハ
上
木
川
江
泊
榔
に
ぎ
。
一
誠

一
一
閥
挺
及
び
笑
容
、
政
は
蝶
夢
。
一
た
腕
で
、
組
母
堂
・
祖
母
塚
が
あ
る
と
足
す
。
一
夜
し
、
足
利
高
経
を
黒
丸
城
に
闘
み
、
十
六
日
宮
方
一
は
上
木
領
赤
山
の
制
掛
か
ら
、
一
械
は
上
木
出
村
の
生

一
一
ウ
ノ
ハ
ナ
ヤ
マ
卯
の
弘
山
一
加
二
容
。
金
棒
一
ウ
バ
ガ
タ
キ
姥
ヶ
灘
石
川
郡
中
川
の
上
流
賠
一
は
終
夜
賊
聾
を
震
し
、
遠
矢
を
射
、
後
陣
の
至
る
を
一
水
か
ら
出
で
、
二
統
合
し
て
問
領
水
門
に
一
生
均
、
大

一
一
の
俳
人
友
琴
制
。
元
総
七
笠
原
井
筒
屋
庄
兵
衛
絞
。
一
谷
に
あ
っ
て
、
昭
和
五
年
大
阪
管
林
局
技
師
の
一
行
一
待
っ
て
餓
境
攻
撃
を
加
へ
ん
と
し
た
。
是
よ
h
先
上
一
製
品
守
川
に
合
す
る
o

一
一
友
琴
の
門
人
の
滋
句
を
多
〈
集
め
、
友
琴
と
江
戸
の
ナ
に
よ
っ
て
命
名
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
o
漉
の
特
色
一
木
家
光
は
降
っ
て
高
経
の
管
に
在
っ
た
が
、
策
を
献
一
ウ
ハ
ギ
ジ
ヨ
ウ
上
木
城
江
沼
榔
上
木
に
あ
っ

一
一
轍
士
と
の
附
合
も
あ
る
o
甲
民
受
賞
自
序
。
一
は
、
水
が
急
斜
商
の
鰻
墜
を
走
っ
て
、
縦
横
に
曲
折
一
じ
て
言
っ
た
。
前
年
足
利
氏
が
こ
の
城
に
あ
っ
て
能
一
た
。
笈
憩
紀
聞
に
、
上
木
村
め
く
ら
が
拙
の
商
の
奈

望
ウ
ノ
メ
ダ
ケ
鵜
目
録
路
島
榔
山
附
に
在
る
0
.

ア
し
な
が
ら
務
下
す
る
の
で
、
恰
も
銀
糸
を
鼠
し
た
如
一
〈
新
制
民
を
破
っ
た
所
以
は
、
一
に
上
凶
宮
方
の
士
一
を
城
跡
と
い
ひ
、
昔
は
土
腕
・
捕
物
も
あ
っ
た
が
、
今

一
一
能
資
名
跡
志
に
、
『
山
崎
村
奥
村
に
鵜
H
N
M
と
て
あ
一
き
資
制
を
呈
L
、
お
さ
六

O
米
、
幅
は
上
部
で
六
米
、
一
が
地
理
に
熱
し
な
か
っ
た
に
図
る
の
で
あ
る
。
然
る
↑
は
大
か
た
砂
に
測
れ
た
と
あ
る
o
太
平
記
に
、
加
到

一一

b
o
御
堂
掠
あ
b
o
協
同
巡
穂
三
番
の
札
所
也
。
雄
一
中
慢
で
こ

O
米
、
下
部
で
二
一
米
を
有
す
る
。
一
に
今
は
設
が
兵
の
彼
に
降
る
も
の
多
〈
、
異
日
と
形
一
闘
の
住
人
政
地
伊
豆
一
守
・
山
岸
新
左
衛
門
・
上
水
平
九

一
一
所
ゆ
ゑ
大
方
は
臨
渡
島
の
湖
特
に
札
を
納
る
也
o
』
と
一
ウ
ハ
ギ
上
木
涯
泊
都
目
・
庄
に
臨
す
る
部
務
。
一
勢
大
に
異
な
る
も
の
が
あ
る
o
況
や
敵
に
は
剛
強
畑
一
郎
以
下
の
者
な
ど
L
記
し
た
平
九
郎
家
光
は
、
こ
の

一
一
記
す
る
o
一
笈
憩
紀
闘
に
、
上
木
村
の
治
郎
七
銀
屋
は
務
手
に
近
一
六
郎
左
衛
門
時
能
の
知
き
も
あ
る
か
ら
、
寡
兵
を
以
一
地
の
人
で
あ
ら
う
。

E

ウ
ノ
ヤ
鵜
野
屋
別
羽
咋
郡
料
遺
庄
に
幽
す
る
部
一
い
谷
で
、
古
へ
檎
林
が
あ
b
‘
そ
の
後
も
雑
木
生
茂
一
て
職
・
ふ
こ
と
貨
に
容
易
で
な
い
o
夜
に
莱
じ
て
加
賀
一
ウ
ハ
ギ
シ
ン
ベ
Z

上
木
新
兵
衛
朝
打
義
品
川
の

一
一
富
市
。
笛
木
入
幡
宮
僻
記
に
は
鵜
屋
村
と
記
す
る
o

一
っ
た
が
、
今
は
一
回
に
砂
地
と
な
っ
た
と
記
し
て
あ
一
に
退
彦
、
京
勢
の
下
る
を
待
っ
て
彼
を
一
蹴
す
る
に
一
時
代
に
越
前
府
中
に
同
位
し
た
と
い
ふ
。
前
川
利
家

E

ウ
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ヤ

ス
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ダ

宇

野

保

定

逝

稿

八

兵

衛
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一

知

か

ぬ

と

o

諸

狩

亦

之

を

賛

し

、

高

経

乃

ち

火

を

城

一

の

側

室

で

、

利

治

の

生

母

で

あ

る

詩

編

院

の

釘

父

で

一
一
取
に
精
し
く
、
武
惑
は
側
一
直
一
芳
の
門
下
で
あ
b
、
又
一
ウ
ハ
ギ
イ
士
、
ツ
上
本
家
光
後
健
闘
天
崇
の
一
に
放
っ
て
、
急
に
富
樫
城
に
走
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
一
あ
る
。

一
一
鍔
感
を
本
多
利
明
に
県
ん
だ
o
天
保
十
四
年
正
且
七
一
時
に
泊
っ
て
、
軍
記
中
に
加
到
の
土
謀
般
地
・
上
木
・
一
る
o
こ
の
後
の
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
八
用
後
一
ウ
ハ
ギ
チ
ユ
ウ
Z

モ
ン
よ
本
忠
右
衛
門
随
長

一
一
十
三
歳
で
授
。
官
依
相
指
略
表
・
本
多
利
明
先
生
行
一
山
岸
等
の
名
が
銀
出
す
る
o
延
一
元
元
年
加
賀
の
凶
司
一
醍
醐
天
皇
崩
じ
て
後
村
上
天
皇
立
ち
給
ふ
に
及
び
、
一
五
年
初
め
て
前
川
利
旧
民
に
仕
へ
て
こ
刊
行
を
領
し
、

一
一
朕
担
等
の
訴
が
あ
る
o

一
二
係
附
基
が
後
醍
醐
天
皇
の
苦
境
を
投
ひ
奉
る
録
上
一
宮
方
の
勢
盆
不
振
で
、
京
師
よ
h
は
高
経
の
鑓
に
援
一
元
和
元
年
夜
。
子
探
制
緩
い
で
滞
に
仕
へ
た
。

E

ウ
ノ
ヤ
ノ
ツ
ツ
ジ
鵜
野
屋
の
欄
臨
調
咋
部
純
一
京
し
た
時
に
も
、
此
等
の
徒
を
間
中
ゐ
た
と
あ
る
o
又
一
軍
を
護
L
て
越
前
に
侵
入
せ
し
め
た
に
反
L
、
義
助
一
ウ
ハ
ギ
テ
ン
ジ
ン
シ
ヤ
上
木
天
神
社
江
泊
榔

一
一
野
屋
の
中
市
民
邸
の
陸
前
に
大
関
脇
が
あ
る
。
抹
の
一
延
元
二
年
三
一
H
新
川
義
氏
は
越
前
金
宇
崎
城
を
陥
れ
一
は
美
濃
・
尾
張
を
経
て
吉
野
に
入
っ
た
か
ら
、
越
中
・
一
上
木
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
笛
枇
記
に
、
『
上
木
天
紳

一
一
周
闘
は
凡
べ
て
こ
こ
米
、
樹
一
色
系
詐
。
撃
{
す
る
一
ら
れ
て
柏
山
に
蛾
っ
た
か
ら
、
寧
民
は
足
利
高
経
を
工
時
笠
・
加
賀
・
越
前
・
若
狭
の
中
毎
回
方
の
支
持
し
得
一
祉
o
商
応
上
木
村
銀
座
。
笠

Z
来
揺
…
=
上
芳
有
=

一
一
も
の
五
十


